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【カリキュラム②】

“うわじま” 海の食文化
～じゃこてんを作ってみよう～

2019年6月15日（土）

in 宇和島水産高校



海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムｉｎ愛媛

開 催 概 要

○事 業 名

海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムin愛媛

○実施時期

令和元年 5月～９月

○実施日程・場所

① 令和元年 5月25日（土） 宇和島水産高校（愛媛県宇和島市）

② 令和元年 6月15日（土） 宇和島水産高校（愛媛県宇和島市）

③ 令和元年 9月28日（土） 田中蒲鉾本店 本社工場（愛媛県宇和島市）

○主 催

海洋キッズスクール実行委員会

○協 力

愛媛県立宇和島水産高校

うわじま圏域子ども観光大使

株式会社田中蒲鉾本店

○内 容

次世代へ海を引き継ぐために、海を介して人と人とがつながる

“日本財団「海と日本プロジェクト」”の一環として開催。

高校生による小学生を対象とした授業を通して、地元の海の現状と課題を伝える。

授業では、田中蒲鉾本店の工場見学やじゃこ天の製造体験も行う。

また、カリキュラムを通して田中蒲鉾本店とタイアップし、

参加した高校生と小学生がオリジナルパッケージ商品を製作、

10月に東京都で行われるイベントでPR・販売する。
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カ　リ　キ　ュ　ラ　ム　②

テ　ー　マ “うわじま”　海の食文化　～じゃこてんを作ってみよう～

開催日時 令和元年　6月15日（土）　10:00～12:30

開催場所 宇和島水産高校　

参加者

宇和島水産高校生徒（20人）※水産食品科

うわじま圏域子ども観光大使（40人）※宇和島市内の小学生

水産加工会社（田中蒲鉾本店）

講座次第

1．「海と日本プロジェクト　Sea級グルメスタジアムin愛媛」

　　　～　カリキュラム②　“うわじま”　海の食文化　～

　（1）じゃこてんの製造体験

　（2）小学生質疑応答

　（3）まとめ・次回講座案内

※かまぼこの製造体験は、水産食品科の高校生から小学生にレクチャーします。

　　田中蒲鉾本店のスタッフの方にもご協力を頂きます。

講座内容

豊かな海の恵みに支えられて生活してきた宇和島の人々。

宇和海では養殖魚はもちろん、種類豊富な天然の魚介類が水揚げされます。宇和島

ではその新鮮な魚を利用して、様々な海の食文化が育まれてきました。

その中でも代表的なものは、蒲鉾やじゃこてんをはじめとする魚肉練り製品の数々。宇

和島市内には、蒲鉾やじゃこてんの製造販売を生業にする会社が数多くあり、地元の

中核産業として地域に貢献しています。また今回ご協力いただく宇和島水産高校から

も、地域の水産加工会社に多くの卒業生を輩出しています。

講座では、じゃこてんの製造工程を学び、高校生の手ほどきを受けながら、小学生に製

造体験をしてもらいます。

カリキュラム内容

２海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムｉｎ愛媛



※宇和島水産高校の参加生徒は、喜多川先生が全校生徒に対して当事業を周知し、希望者を募りました。

　　全校生徒（約170人）から、希望者20人が参加しました

役　割 担当者名 備　考

統　括 森　謙介 企画責任者

現場責任者（本社） 塩入　信一 現場コーディネート

現場責任者（東京支社） 徳永　俊一 現場コーディネート

Ｍ　Ｃ 平繁　かなえ

宇和島水産高校 佐藤　一平 水産加工科長・カリキュラム②の主担当者

所　属 担当者名 備　考

宇和島水産高校 喜多川　浩史 水産科長・高校サイドの全体窓口

うわじま圏域子ども観光大使 信藤　明秀 事務局長・小学生の参加者調整

Ｍ Ｃ

平繁 かなえ （ひらしげ・かなえ）

出身地：広島県

趣味・特技：ハワイアンフラ・グルメリポート

担当番組：ほのボーノ（毎週木・金曜日11:00～11:30）

※昨年度に引き続き担当しました

あいテレビスタッフ

３海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムｉｎ愛媛

外部スタッフ



①準備　

時　間 項　目 備　考

6:45 あいテレビ徳永　社発

7:45 あいテレビスタッフ　社発 あいテレビスタッフ　＝　塩入・平繁

8:30 宇和島水産高校教員・生徒　登校

あいテレビ徳永　高校到着

13:00 あいテレビスタッフ　完全撤収 塩入・平繁さんは別車両で帰社。徳永は残って打合せ

9:30 あいテレビスタッフ　高校到着

12:30 カリキュラム終了　→　解散

小学生　受付開始

10:00～12:30　　カリキュラム②（“うわじま”海の食文化）

４海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムｉｎ愛媛

スケジュール

カリキュラム①

【5/25（土）実施】

実 施 報 告

支給頂いた横断幕とポスター（10種）を会場に掲出しました

開催前の準備風景。

生徒と田中蒲鉾本店の田中氏との打ち合わせしました。



②集合　（受付9:45）　in　本科棟1階会議室

③開会　（10:00～10:10）　in　本科棟1階会議室

５海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムｉｎ愛媛

受付にて、小学生に対して名札とノートを配布しました

小学生40人・高校生が20人参加。関係者と共に開会式を行いました

あいテレビ 塩入部長 ・ 宇和島水産高校佐藤教諭 ・ 高校生の代表者が挨拶しました



④じゃこてん製造体験 ※座学　（10:20～10:30）　in　水産食品科棟　1階実習室

⑤じゃこてん製造体験 ※実習　（10:30～11:45）　in　水産食品科棟　1階実習室

冒頭に、高校生からじゃこてんの歴史や製造方法、宇和島に伝わる海の食文化を紹介をしました。

プレゼンでは、単純なじゃこてん製造方法の説明にとどまらず、「宇和島でなぜ昔から水産加工業が盛ん

なのか」小学生が学べる内容にしました。

また、宇和島の食文化（じゃこてん・鯛めし等）の紹介については、小学生に地元の食文化に誇りを持っ

てもらえるような内容にしました。

高校生・小学生の保護者も参観し、みんなで地域の海に関する理解を深めました。

６海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムｉｎ愛媛

小学生7～8人・高校生2～3人の班を作り、グループごとにじゃこてんの作り方を学びました。また地元の

水産加工会社である田中蒲鉾本店の職人の方にもご参加いただき、高校生のフォローをしていただきま

した。



⑥座学　（11:45～12:00）　in　水産食品科棟　2階実習室

小学生たちが挑戦したのは、じゃこてんの成型。高校生や田中蒲鉾本店の職人にコツを教わりながら、一

つ一つ丁寧に作業しました。小学生が成型したじゃこてんの生地を、高校生がてんぷら油であげました。

できあがったじゃこてんは、小学生にお土産として渡しました。小学生の保護者も実習室に入り、子どもた

ちの実習の様子を見守りました。

高校生も水産加工会社の職人から教わる貴重な機会を提供できました。参加してくれた職人の中には、

宇和島水産高校の卒業生もいらっしゃいました。

７海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムｉｎ愛媛

地元の水産加工業と海の関りについて、高校生がプレゼンをしました。また、学びをより深めるため、田中

蒲鉾本店の田中忠助氏に講義をいただきました。



⑦高校生による「検定試験」　（12:00～12:15）　in　水産食品科棟　2階実習室

⑧閉会　（12:15～12:30）　in　水産食品科棟　2階実習室

まず、小学生3人から今回の講座の感想を発表してもらいました。

引き続いて、高校生の代表者の挨拶、最後に「うわじま圏域子ども観光大使」信藤事務局長に講評を

いただき、閉会しました。

閉会後、参加者全員で「海と日本プロジェクト」横断幕をバックに記念撮影を行いました。

※アンケートは3回目のカリキュラムで実施する予定です

８海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムｉｎ愛媛

本日の学びの内容を振り替えるために、高校生たちが作った検定試験に挑戦しました。



○高校生プレゼンシート（じゃこてんの製造について）
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○高校生プレゼンシート（座学）
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○田中蒲鉾本店　プレゼンシート
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○検定試験
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